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オベレーションズ・リサーチのためのデ

ータとプロゲラム研究部会

1. 発足の趣旨

当部会は，森口会長の発案によって I誕生し昨年

度中に数回の会合を行なったのち，本年 4 月に正式

に発足した.部会の趨旨は. 4 月に作成された趣定、

書に次のように記されている.

オベレーションズ・リサーチの精神を体得するた

めには，生のデータを収集して解析する作業がきわ

めて重要である. しかしながら，現在の状況をみる

と，手法の研究・体系化が進んでし、るのにくらへ

て，教育に容易に利用できる形での生データの収集

ば，残念ながらはなはだ乏しいと l 、わざるをえな

い.その結果，学校，研修機関などにおいて行なわ

れているオベレーションズ・リサーチの教育は，既

成の手法を中心とするものが多く， とりあげられて

いるデータも，手法の理解のために人工的につくら

れたものである場合点‘少なくなく，学生・研修生か

積極的に解析する興味をそがれるうらみがある こ

れは.ひとつには，多方面にわたるデータの収集

は，教育を担当している個人の仕事としてはあまり

にもたいへんであるからだろう.そこで当部会で

は，各種企業，団体，研究・教育機関なとの関係各

位のご協力を得て，多種多様なデータを収集してデ

ータ・ライブラリを作成しその扱い方を研究し，

オベレーションズ・リサーチの実戦的教育に役だて

るべく活動を開始した.具体的に(;t，次のような作

業を計画している

(1) オベレーションズ・リサーチに関係あるデー

タの収集整理.

(2) 上記のデータを低気テーフに納める.

(3) 典型的な解析方法および解析例の解説書をつ

くる.

但) オベレーションズ・リサーチおよび統計解析

用ライブラリ・プログラムの収集主主理.

(5) 磁気テープに納めたデータから上記(4)のフロ

グラムへの入力データを作成するためのデータ抽

出・加工用プログラムの作成.

以上の作業が完了したあとで，学会を通じてその

成果を希望される方々に提供し t.::.o 、と考えている.

以上のような活動の趣旨をご理解のうえ，ご協力

を賜わりますようお願い申しあげます

2. 参加者

メンパーおよび随時参加していただいた方々は次

のとおりである

三浦大亮(東レ，主査).伏見正則(東大，幹事) , 

小林竜一(立教大)，鹿倉尚夫(東レ).反町洋一

(三菱総研)，万根薫(慶応大).長谷彰(日科

技研)，芳賀敏郎(山陽国策パルプ)，矢島敬二(日

科技研).吉沢正(山梨大).江副力(電々公

社).岡本吉晴(三菱総研)

3. 活動の経過

これまでにとりあげられた問題のいくつかをあげ

てみると次のとおりであり，一部についてはすでに

詳細な解析がなされている.

。財務諸表 数百社の過去約 10 年間のデータ

を統計的手法等を使って解析する.

0産業連関表一一1973 年 10 月に行なわれたüAP

EC 諸国による石油供給制限の下で考えられた各種

の方策が各産業に与える影響を解析する.

。トリムロス問題 製紙工場におけるロール紙

の切断の問題を，線形計画法によって扱う.

0バランス・シート一一目標計画法による分析.

0国鉄貨車運賃ー←ー非凸型コストをもっ輸送問

題.

0産業連関表 大気汚染等の公害問題の解析.

このほか，いろいろなデータを候補にあげて検討

中である.会員の皆憶には，今後当部会からデータ

のご提出等のお願いをすることがあるかと思います

が，その節はご協力くださいますよう，この機会に

お願いしておきます. ご協力， ご参加に関するご連

絡は，下記の幹事宛にお願し、いたします

最後になりましたが，当部会の活動は，財団法人

情報処理研修センターの研究補助金を受けて行なっ

ていることを付記しておきます.
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